
地域実践活動事例報告シート

● 活動の種別

● 所 属

(財)まちづくり市民財団

● 活動のきっかけ・活動内容と成果

● 他の団体・専門家との連携

● 活動の概要 開催日：平成27年3月28日

東京建築士会青年委員会とまちづくり委員会では、建築士が積極的に地域に働きかけるためのツールとして、防災ハンドブック
（『防災本』）をはじめ、防災ワークショップを行う建築士の為のテキスト、さらには数々のワークショップ補助ツールを作成
し、地域へ向けて防災・減災活動を行ってきた。

今回は、建築士向け研修会として、少人数での密なワークショップを通して、補助ツールの活用法を実体験することを中心に、
今までワーキンググループで行ってきた活動事例の紹介と、実際に地域で防災・減災活動を行っている方を講師としてお招きし、
建築士が地域で活動する上でのポイントをお話しいただくことで、地域で防災・減災活動を行うことができる建築士の育成を図
る。

・ワークショップでは隣のテーブルの声が大きく、気になったとの意見があった。
・質問の時間があまり確保できなかった。
・手を使う作業なので、人によってスピードが大きく異なるのでフォローが重要と感じた。

● 今後の課題
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● 今後の計画

・地域での防災・減災活動（５月：大地震に備えるフォーラムin中野）
・防災本、テキスト、各ツールの配布（販売）方法の検討
・ツールの充実、新開発等

連絡先 TEL 03-3536-7712

建築士による防災・減災活動を通して地
域の防災力向上を図る為、東京建築士会
の常設委員会２つから組織。

● 活動組織の概要 ● 建築士との関わり

建築士の多様な職能を、防災・減災活動を通
して積極的に地域へ発信していく。

東京建築士会 まちづくり委員会・青年委員会 防災
ハンドブックWG

市民向け防災ハンドブック「防災本」、建築士向けテキスト、各種防災ワークショップツールの完成を機に、今ま
でのワーキングが行なってきた活動の紹介とテキスト・ツール等の成果物の発表を行うこととした。
活動内容

第１部：「防災本を活用した防災・減災ワークショップ事例」
今までワーキンググループで行ってきた活動事例の紹介

・首都防災ウィーク
・大地震に備えるフォーラムin中野
・学童防災ワークショップ

第２部：「やってみよう！実践ワークショップ」
ワーキンググループで制作したツールやワークショップ手法を実際に行いながら解説

・リビング模型、自分の家のキケン発見！
・ぼくのわたしの非常時持出袋をつくろう！
・ストロー建築
・防災トランプ

第３部：「コミュニティで育む防災まちづくり」
継続的に地域で防災減災活動を行っている建築士の方から、地域の中で活動する上でのポイントを講演

■青年 □女性 ■まちづくり □ＮＰＯ □任意団体東京建築士会

□建築物調査、保存・再生 □景観形成、街並み保存・修景 ■地域活性化
■教育・人づくり ■防災まちづくり □ユニバーサルデザイン □環境保全
□住まいづくり □住環境整備
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